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「全力あいさつ」を合言葉に、全
教職員の共通実践により全校
的なあいさつ指導を行い、進ん
であいさつができる子に育て
る。

A

児童A評価は昨年度比＋2%
で50％、ＡＢ評価92％。教
員ＡＢ評価97％だった。児
童も職員も挨拶場面が増え
ているのは実感できてきて
いる。保護者ＡＢ評価は
72％と+４％であった。

今年度も職員が率先してあ
いさつを意識してきたこと
で、あいさつが浸透しつつ
ある。また、この高い数値
を学校全体で継続していけ
るよう引き続き取組を継続
していく。

A
Ａ：7名

Ｂ：2名
C：０名
Ｄ：０名

租税教室で学校を訪問すると
元気なあいさつが返ってきて
います。あいさつが出来てい
ることは感じています。児童
教職員も含めあいさつ運動は
効果が出ていると思います。
児童・教員の実感として「で
きている」考えている点が評
価できる。

あいさつが出来る児童が今
年度も増えている。高学年が
積極的挨拶しようとする姿が
他学年へもいい影響を出し
ていると感じている。教職員
自身も意識をもって取り組め
ているのも成果へ繋がってい
る。

優しい言葉遣い、校内美化の
徹底（かかとの揃った靴箱）、時
間を守るなど、ていねいな立ち
振る舞いを心がける。

C

児童ＡＢ評価は昨年と同じく９
２％、保護者ＡB評価が昨年度
比-2%減の55％、言葉遣いや整
理整頓には課題を感じているこ
とが分かった。教員AB評価
96％であり、今年度は課題を感
じている職員がいることが分
かった。

授業始の時間を学校全体で
意識をもって取り組む必要が
ある。言葉遣いは学校での
指導に加え、日頃の家庭で
の意識啓発を呼びかける。ま
た、職員のAB評価が100％
になるようにする。

B
Ａ：1名

Ｂ：7名
C：1名
Ｄ：０名

保護者の評価が低い理由は推
察できる。児童・教員の評価
にまだ向上の余地がある。家
庭の評価を上げるには日常的
に習慣化される様工夫を考え
たい。児童・教員のAB評価が
高いことを評価します。丁寧
な立ち振る舞いは家庭での指
導も大切。

今後も引き続き言語面や環
境面は年間を通して今後も
指導等を徹底していく。ま
た、保護者会や学校だより、
面談等を活用し、家庭との連
携を強化し、家庭と学校、地
域と連携しながら周知徹底を
図っていく。

「いじめを絶対に許さない」毅然
とした態度で指導するとともに、
年４回のいじめに関するアン
ケートの実施や、「学校いじめ
対策委員会」の開催等により、
いじめの未然防止、早期発見、
即時対応に努める。

B

児童A評価は75％から79％
に向上。保護者評価はＡＢ
評価95％。5％が否定的回
答であった。教職員AB評価
100％。これはいじめはありう
るものと考え、組織的に未然
防止・早期発見・早期対応の
共通意識が結果となったと考
える。

安全安心の学校づくりは学
習の基礎基本を支えるもの
である。教職員の意識が高く
なっている今こそ、不安に考
える児童保護者がいることを
学校として受け止め、組織で
取り組む必要性、外部機関と
の連携も密に行い対応して
いく。

B
Ａ：2名

Ｂ：6名
C：1名
Ｄ：０名

いじめ発生時の即時対応の取
り組みは評価できます。外部
機関との連携を進めてくださ
い。「隠れいじめ」を未然に
どう防ぐかを今後も対応して
いただきたい。児童側の目線
で見直して欲しい。希望の持
てる学校生活の実現が最大の
予防策になると思います。

教職員全体でいじめの定義
をしっかりと把握し、「いじめ
は絶対に許さない。いじめは
いつでも起こること。」を意識
し、早期発見と早期対応に
努める。また、組織として情
報を共有し、学校全体で子
供たちを見守っていく。

電子黒板やタブレット端末等の
ICT機器を活用した授業を推進
する。また、習熟度別算数少人
数指導の推進や、放課後算数
教室を開催し、基礎的な学力の
定着を図る。

A

児童のAB評価は92％。教員
評価はＡＢ評価が100％。保
護者88％。タブレット等の活
用は日常になってきているこ
と、基礎的な学力の定着等
に関する改善は、今回の結
果からも行う必要があると考
える。

ICT機器を活用した実践が
多く行われ、日常化し活用方
法や場面の精選をする。ま
た、少人数指導は基礎基本
の定着と自己肯定感を育て
ることを目指しいくと共に、放
課後算数教室の活用の推進
等を学校と保護者と連携して
進めていく。

A
Ａ：9名

Ｂ：0名
C：０名
Ｄ：０名

タブレット等を日常的に使用
されている。児童の基礎知識
等の向上がうかがえる。児童
の高評価、教員の AB評価
100％は評価できます。先生
たちの努力の賜物。タブレッ
トの使い方もとても抑なって
いると感じます。ICTは保護
者の理解がとても重要になっ
ていくと思う。

授業の中でツールとして定
着してきている。必要な場面
で必要な取り扱いを自然とで
きるようになっている。授業の
内容や、個別最適な学びの
ためのツールとして、活用場
面を大切にすると共に、教職
員のスキルの向上を行って
いく。

「分かる授業・考える授業」をめ
ざし、教員が互いに授業を見合
い見せ合い、切磋琢磨すること
で授業改善を進める。成長する
児童の姿で保護者からの信頼
を得る。

B

児童のAB評価は96％。保護
者のAB評価は89％。教員AB
評価は100％であった。保
護者の評価が-4％という点
は学校として課題であり、
全職員で、指導力を更にあ
げていく。

児童にとって授業はわかり
やすいものと捉えられてい
る。しかし、保護者へ繋
がっていない現状を踏ま
え、日々の授業において児
童の成長を感じられる指導
を全校で継続して行ってい
く。

B
Ａ：4名

Ｂ：5名
C：０名
Ｄ：０名

児童のAB評価96％は、分かる
授業が進んでいると思われま
す。分かる授業は以外に難しい
課題だと思います。保護者への
周知が課題だと思われます。習
熟度算数等素晴らしい。授業の
進め方も工夫があると思う。家
庭への展開をよりできるようにお
願いします。

目指すところは引き続き１０
０％である。児童の分かるは
高い数値ではあるが、定着ま
で至っていない。学んだこと
を定着できるように家庭と連
携を行いながら、進んで学習
へ取り組める児童の育成を
目指していく。

休み時間の外遊びを推奨し、
日常的に体を動かす習慣を身
につけさせる。また、体育授業
の充実を図り、進んで運動する
児童を育てる。

A

教員のAB評価は97％。児童
のAB評価は77％。保護者の
AB評価は84％であった。教
員が率先して外遊びをし、
児童とのコミュニケーショ
ンも取れている。また、保
護者評価より放課後も外遊
びをしていることが結果か
らも分かった。

来年度も縄跳びチャレン
ジ、マラソンチャレンジ、
イベント委員会の全校遊び
等の取り組み等、児童発信
の活動を取り入れ、体を動
かす良さを周知していく。

A
Ａ：8名

Ｂ：1名
C：0名
Ｄ：０名

教員が率先して児童とのコ
ミュニケーションを取っている
との事ですので、非常に良
い事と思われます。児童保
護者の評価が向上している
点を評価したい。学校全体
で取り組ませて推進されてい
ると感じます。D評価の児童
が一定数いる。C評価も多く
分析が必要かも。

全校での取り組みに対して
は、学級単位で目標を決
め、目標達成に向けていい
取り組みができていた。次
年度も学校での取り組みに
意味や価値をもたせ、体を
動かす良さを身に付け、生
涯運動につなげていく。

学校公開・授業参観の開催、
年２回の学校評価の実施、毎月
１回の学校便りやHPの更新によ
り、学校情報をきめ細かく発信
し、保護者や地域との連携を深
める。

B

児童のＡ評価は56％から
64％と大きく増加につな
がった。教職員のA評価は
54％から62％。保護者のA
評価51％から45％と減少し
ている。保護者の結果か
ら、学校からの情報発信に
課題が見えた。

学校と保護者で差が見られ
ている。子供は見てもらえ
る、評価してもらえること
は嬉しいことなので、たく
さんの方へ参加を促すため
に学校公開や行事への参加
を学校だよりやメール等を
活用し発信していく。

B
Ａ：2名

Ｂ：6名
C：1名
Ｄ：０名

学校と家庭との連携をもっと
密にする事が課題かと思い
ます。引き続き保護者への働
きかけ（発信）に努力してほし
い。保護者への情報提供の
取組をすすめていただきた
い。情報公開や保護者・地
域との向上していると思うが
保護者には伝わっていない
のか？分析が必要。

今年度は、昨年度と逆転現
象が起きている。児童に
とっては活躍する場面を生
かすことができた。その反
面保護者への情報発信等が
不十分だったことが分かっ
た。今後も定期的な公開授
業や学校だより等で情報を
発信し、丁寧に周知してい
くようにする。

セーフティ教室や交通安全教
室・自転車講習を開催するとと
もに、ＰＴＡ等による登校時の見
守りや、校長のパトロールの実
施等により、登下校時の交通事
故や校外での犯罪被害の防止
を図る。

B

児童、教員の評価はともA評
価が増加している。日常の安
全指導、校長による朝のパト
ロールやPTAによる旗振りや
あいさつ運動等の活動の効
果もある。しかし、保護者の
評価が6％減少と課題の残り
結果となった。

引き続き校長のパトロール
やＰＴＡ本部の地域見守り
（旗振り当番）など地域と
の連携で安全を確保してい
く。また、安全に関する取
組等を学校だよりやメール
配信等で周知し、活動を可
視化していく。

B
Ａ：3名

Ｂ：6名
C：０名
Ｄ：０名

校長先生の朝のパトロール
実施は非常に良い事だと思
われます。朝早くから校長先
生のパトロール姿をよく見ま
す。ありがたいことです。冬の
日が短い間は、パトロールな
ど交通事故の不安があるの
で、活動内容の検討をお願
いします。

次年度も安全に関すること
なので、１００％を目指し
ていく。パトロール等は
PTAや地域人材等を活用で
きるか検討をする機会を設
け、保護者や地域との連携
を大切に、たくさんの目で
安全を見守ることができる
ようにしていく。

子供家庭支援ｾﾝﾀｰや立川児
相等の外部機関との連携や校
内委員会、特別支援教育ｺｰ
ﾃﾞｨﾈｰﾀ、教育支援員、ｽｸｰﾙｶ
ｳﾝｾﾗｰの活用を図り、全ての児
童が安心して充実した学習活
動ができるようにする。

B

児童アンケート項目は「相
談できる大人がいるか」を
問うている。今年度は昨年
度と同じ結果AB評価は92％
と高い結果だった。教員の
AB評価は97％であった。相
談できる大人がいないとし
ている児童が25名（4％弱)
がいることは気にかかると
ころである。

昨年度同様8％のマイナス
評価児童を減らしていく必
要がある。職員全体で高い
感度で組織的に対応し、ス
クールカウンセラー等や外
部機関と連携した対応を保
護者と連携しながら一緒に
進めていく。

B
Ａ：0名

Ｂ：9名
C：０名
Ｄ：０名

相談には色々なケースがあ
ることを理解した。難しいが
学校に出来ることを更に進め
て欲しい。外部機関が存在
すること、利用の仕方をもっと
伝える必要がある。相談でき
る大人が居ないの４％は気
になりますが、児童・教員の
AB評価は高評価と判断しま
す。民間の外部団体との連
携も有効ではないか。

まずは、児童が安心して過
ごせる環境づくりを組織で
行っていく。児童が安心し
て相談できる大人の窓口を
増やせるようにすると共
に、外部機関との連携と、
それぞれの機関の周知を丁
寧に保護者へも行ってい
く。
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